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授賞理由 

 

 本書は、視覚特別支援学校（以下盲学校とする）の社会科教員でつくる日本視覚障害社

会科教育研究会（2007年発足）が、2019年に出版した『みんなの地図帳―見やすい・使

いやすい―』の初回改訂版として2024年2月17日に刊行された地図帳である。地図帳の種

類としては一般図に相当し、本書の構成と使い方、日本地図28枚、世界地図47枚（初版39

枚）と別冊の索引から成る。 

 

 本地図帳は、長年にわたる盲学校教員の研鑽から生まれたものである。すなわち、それ

まで盲学校で使われてきた点字地図を点検・情報を厳選して点字使用者用の『点字版基本

地図帳』（2008年、視覚障害者支援総合センター）をまず完成させ、それをトレースした

ものを基に作成した弱視用の『拡大文字基本地図帳』（2013年作成開始～201６年完成）

が本書の元である。もともと盲学校の教室での併用を想定したもので、①視覚障害教育、

②地理教育、③情報保障などの多角的な観点で検討を重ねたという。①地図にある情報量

の抑制・精選、②地図帳の色や線の識別の明確化、③地図の全体像の把握、④各地図の基

本的な使い方の共通化に配慮されているなど、視覚情報を抑制しながらも、必要な情報を

できるだけ損なわないで使用できる工夫が随所から読み取れる。このような編集方針が、

視覚障害のある児童・生徒ばかりではなく、結果的にさまざまな学習上の困難をかかえる

児童・生徒にとっても使いやすい・わかりやすい地図帳として認識されるようになった。 

 

 社会科の学習において、地図を読みこなし、そこから得られる情報を基に思考すること

が不可欠である。本書は、これまで地理教育の対象に含むことができなかった児童・生徒

も積極的にその対象にしてきたこと、一般的な出版ルートに乗り、さまざまな学習上の困

難をかかえる児童・生徒の手に行き届きやすくなったこと、しかもそれが改訂されて継続

的に出版されていることの今日的意味や意義から、日本地理教育学会の2024年度の出版

文化賞としてふさわしいものと判断した。  
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